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《
講
演
会
》

▼ 

講
師
　
高
田
　
宏
臣
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
球
守
代
表
理
事
）

▼ 

と
き
　
７
月
10
日
（
土
）
10
時
～

正
午

▼ 

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

《
現
場
実
習
》

▼ 

と
き
　
同
日
13
時
30
分
～
16
時
30

分
▼ 

と
こ
ろ
　
大
磯
運
動
公
園
（
現
地

集
合
）

【
参
加
申
込
】

▼
参
加
方
法
　
事
前
予
約
制

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
50
人
程
度

▼ 

申
込
み
　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

住
所
・
電
話
番
号
を
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

▼
締
切
　
７
月
７
日
（
水
）
ま
で

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
町
在
住

者
、
申
込
順
を
優
先
と
し
ま
す
。

※ 

当
日
は
、
ご
来
場
い
た
だ
け
な
い

方
の
た
め
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

同
時
配
信
を
し
ま
す
。（
講
演
会

の
み
）

《
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
申
込
》

事
前
予
約
制
・
先
着
１
０
０
人
ま
で
。

申
込
受
付
後
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
ID

と
パ
ス
コ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

雨
天
の
場
合
、
午
後
の
現
場
実
習

は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
３
９

　

 oubo-toshikeikaku@
tow

n.oiso.kanagaw
a.jp

　
最
近
、
町
内
の
森
の
所
々
に
出
現

し
て
い
る
茶
色
く
枯
れ
た
木
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
？
「
ナ
ラ
枯
れ
」

と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
枯
れ
て
し

ま
っ
た
樹
木
で
す
。
虫
が
入
っ
て
樹

液
道
が
塞
が
っ
た
こ
と
が
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
最

近
に
な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
根
本
的
な

原
因
を
問
い
か
け
る
「
土
中
環
境
」

と
い
う
視
点
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の

生
活
環
境
に
よ
っ
て
、「
土
の
中
の

水
の
流
れ
」
が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
が

原
因
で
、
樹
木
が
健
全
に
育
た
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
は
単
に
森
だ
け
で
な
く
、
町
の
環

境
全
体
に
も
関
わ
る
こ
と
で
す
。

　
将
来
に
豊
か
な
森
や
自
然
を
残
し

て
い
く
た
め
に
、
講
師
を
お
招
き
し
、

根
本
的
な
対
処
を
学
ぶ
た
め
の
講
習

会
（
講
演
会
＋
現
場
実
習
）
を
開
催

し
ま
す
。

ナラ枯れの発生状況
（赤褐色に変色）

今
、森
に
異
変
が
起
き
て
い
る
⁉

「�
ナ
ラ
枯
れ
・
松
く
い
被
害
対
策

か
ら
見
直
す
、
持
続
可
能
な
地

域
の
森
の
育
て
方
」
講
習
会

　地球温暖化の主な原因とされる温室効果ガスの実
質的な排出量ゼロを実現する社会のことです。我が
国では、現在、年間で12億トンを超える温室効果ガ
スが排出されており、国は、2050年までに、温室効
果ガスの排出量を全体と
して実質ゼロにすること、
すなわちカーボンニュー
トラルをめざすこととし
ています。

　温暖化が進むと、氷河の融解や、海面水位の変化、
異常気象などが引き起こされ、陸上や海の生態系へ
の影響のほか、食料生産や私達の健康にも大きな被
害がおよぶ可能性があります。

　町では自然豊かな環境と、安全で安心な持続可能
な循環型地域社会を次世代に引き継ぐために、大磯
町省エネルギー及び再生可能エネルギー利用の推進
に関する条例を制定しています。
　この条例には、町、町民、事業者、エネルギー事
業者が取り組むそれぞれの役割を定めています。

　温室効果ガスは、日常生活に欠かすことのできな
い電気やガス、灯油、ガソリン等を使うことで排出
されています。
　私たちが、省エネ・節電に
積極的に取り組むこと、さら
には再生可能エネルギーを出
来るだけ活用することで、エ
ネルギー起源の温室効果ガスの排出を減らすことに
なり、地球温暖化対策に貢献できると考えられます。

脱炭素社会（カーボンニュートラル）って何？

地球温暖化が進むとどうなるの？

今、脱炭素社会に向けて、私たちができることは？

町の条例にはそれぞれの役割を規定しています

今、私たちが出来ることは？

問環境課　☎（７2）4438

温室効果ガス 2050年
排出量
実質

0
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災害対策基本法が改正されました

　
全
国
各
地
で
毎
年
、
台
風
や
梅
雨

前
線
等
の
影
響
に
よ
る
多
量
の
降
雨

で
、
洪
水
や
土
砂
災
害
等
の
風
水
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
風
水
害
で
は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
り

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

　「
ま
だ
避
難
し
な
く
て
も
大
丈
夫｣

｢

近
所
の
人
が
誰
も
避
難
し
て
い
な

い｣

か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
積
極
的

に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
が
公
開
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ�

ッ
プ
を
普
段
か
ら
確
認
し
、
い
つ
、

ど
こ
に
避
難
す
る
か
、
事
前
に
ル
ー

ル
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
等
避
難
・
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
な
く
て
も
、
気
象
情
報
等
に

十
分
注
意
し
、
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
命
を
救
い
ま
す
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

▼�

申
込
方
法
　
参
加
者
の
人
数
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
及
び
年
齢
を
メ
ー
ル
の
本
文

に
記
載
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼�

参
加
者
へ
の
連
絡
　
参
加
が
決
定

し
た
方
に
、
ID
、
パ
ス
コ
ー
ド
、

参
加
方
法
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
　
参
加
賞
あ
り

問
・
申
　
環
境
課

　
☎（
72
）４
４
３
８

　�kankyo@
tow

n.oiso.kana

　gaw
a.jp

　
皆
さ
ん
が
家
庭
か
ら
出
し
た
ご
み
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
、
ど
の
よ
う
に

処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ

て
、
自
宅
に
い
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
施
設
見
学
・
職
場
体
験
し
、
ご
み
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
親
子
揃
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼�

と
き
　
８
月
９
日
（
月
・
振
替
休

日
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼�

と
こ
ろ
　
自
宅
（
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
が
整
っ
て
い
る
場
所
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
）

▼�

対
象
施
設
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ�

ー
（
町
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

▼�

内
容
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
施
設
見
学
お
よ
び
職

場
体
験

▼�

対
象
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
利
用
で
き
る

環
境
で
参
加
可
能
な
町
内
在
住
の

方
▼�

使
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

（
事
前
に
ご
自
身
で
、ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
）

▼
定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

※�

１
回
線
で
複
数
人
視
聴
す
る
場
合

は
、
１
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。

▼�

費
用
　
無
料
（
視
聴
等
に
よ
る
通

信
料
等
は
各
自
で
負
担
し
て
く
だ

さ
い
）

▼�

募
集
期
間
　
７
月
５
日
（
月
）
～

30
日
（
金
）

▲ 昨年度イベント内でのペットボトル手選
別体験の様子

「

を
使
っ
て
自
宅
に
い
な
が
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
施
設
見
学
・
職
場
体
験
を
し
よ
う
！
」
風
水
害
に
対
す
る
備
え

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

問危機管理課　☎内線241

　町が発令する避難情報について、災害対策基本法が改正されたことに伴い、「避難勧告」が廃止され、「避難指示」
に統一されました。「避難指示」が発令された時点で山や川の近くなど危険な場所にいる方は、必ず安全な場所に
避難してください。
警戒
レベル 状況 行動を促す情報 住民のみなさんがとるべき行動気象庁が発表 大磯町が発令

５ 災害発生
又は切迫

・大雨特別警報
・氾濫発生情報 緊急安全確保 すでに災害が発生している（可能性が高い）状況のため、

命を守るために安全な場所を確保する

〜〔 警 戒 レ ベ ル ４ ま で に 必 ず 避 難 〕〜

４ 災害の
おそれ高い

・土砂災害警戒情報　・氾濫危険情報
・高潮特別警報　・高潮警報 避難指示 山や川の近くなど危険な場所にいる方は

全員避難を開始する

３ 災害の
おそれあり

・大雨警報　・氾濫警戒警報
・洪水警報 高齢者等避難 避難に時間がかかる高齢者や障がいのある方で山や川の

近くなど危険な場所にいる方は避難を開始する

２ 気象状況悪化 ・氾濫注意情報　・大雨注意報
・洪水注意報　・高潮注意報 自らの避難手順を確認する

１ 今後気象状況
悪化のおそれ ・早期注意情報 災害への心構えを高める


